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福島市立福島第一小学校 学校だより 令和４年 ２月 ４日（金）

第 ３２ 号

福島市立福島第一小学校長

創立記念日：２月５日（土）
全校集会（オンライン）２月４日実施

本年度の創立記念日で、本校は１４９周年となり、いよいよ次年度は１５０周年を迎えます。全校集

会で、本校の歴史・伝統のすばらしさを再確認し、受け継いでいくことの大切さや誇りについて話しま

した。現在、１５０周年記念事業実行委員会による準備も始まっております。節目の時期に、これまで

諸先輩方が築き上げてきた歴史と伝統に目を向けるよい機会となると思います。

【校長の話⑧】 ※ＨＰ「福島第一小学校：福島市立小・中・特別支援学校ポータルサイト」掲載

全校生の移り変わり（大正元年～令和３年度）

明日２月５日は、福島第一小学校が生まれてから、１４９回目の誕生日です。今日の給食は、「創

立記念日献立」で、お祝いの意味が込められたおいしいお饅頭も出ました。

さて、福島第一小学校は、福島県にある小学校の中で一番早く誕生した歴史ある学校で、明治６

年２月５日に「福島小学校」としてスタートしました。全国的に見ても大きな学校でした。

では、全校生はどのくらいいたのでしょう。今年の全校生は９２名です。校長先生が調べてみた

ら、一番多かったのは、昭和３３年度

（今から６３年前：皆さんのおじいち

ゃんかそのお父さんのひいおじいちゃ

んが小学生のころ）で、なんと１３７

４名もいました。一つの学年の人数が

２００人以上、一つの学年だけで今の

全校生の約２倍もいたわけです。

その頃の学校の様子です。「トトロ」

の一場面のようですね。写真は学校生

活の一部ですが、皆さんの先輩は、み

んな生き生きと勉強し、思いっきり運

動し、熱心に働いていたことが伝わっ

てきます。

昭和３３年１３７４人

令和３年 ９２人

大正元年９５８人

平成１１年１０９人



明治・大正・昭和９年まで 昭和９年改築校舎

昭和４８年１００周年時の校舎

この長い歴史の中で、ずっと大切

にしてきたこと、それが「校訓」と

して受け継がれてきた「終始一誠意」

です。この校訓は、一小生なら誰も

が理解し、守ってほしい伝統です。

明治９年、明治天皇が東北地方を回

られたときに、本校に宿泊され、教

育の様子をご覧になりました。その

時、同行した内閣顧問 木戸孝允が

したためた書「終始一誠意」が本校

の校訓となりました。意味は、「人が

みていようがいまいが、いつでも、

どこでも、終生変わることなく、誠

意をもって生き抜く」ということです。「誠意をもって生き抜く」とは、やさしさと思いやりのある

行動、自分の心に聞いて恥ずかしくない行動をすること、つまり「相手を思いやり何事も一生懸命

行う」ことです。

本校は、誕生から１４９年間、そし

て、いよいよ次は１５０周年です。今

まで引き継ぎ、つないできた「終始一

誠意」の伝統をしっかりと守り、さら

に発展させて行くのは皆さん、そう私

たちです。その使命と誇りを胸に、こ

れからも励んでいきましょう。そして、

福島一小の学校生活を通して、生きて

いく上でとても大切な「誠意をもって

生き抜く力」を身につけていきましょ

う。皆さんのさらなる成長を期待して

います。


